
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

文 二小 

文 三小 

文 住吉小 

文 四谷小 

文 日新小 

文 五小 

文 本宿小 

文 七小 

文 武蔵台小 

文 南町小 

文 矢崎小 

文 九小 
文 新町小 

文 六小 

文 若松小 

文 十小 

文 白糸台小 

文 四小 

文 南白糸台小 

文 小柳小 

文 八小 

○文  府中高校 
〈
旧

き
ゅ
う 

西 に
し

府
 
 

ふ 
 

村 む
ら

〉 

〈
旧

き
ゅ
う 

府 ふ

中
ち
ゅ
う

町 ま
ち

〉 
〈
旧

き
ゅ
う 

多 た

磨

 
 

ま 
 

村 む
ら

〉 

東
ひがし

 

北
きた

 

西
にし

 

南
みなみ

 

むかしの府中の学
がっ

校
こう

 

むかしの子
こ

ども達
たち

はどこで 

勉
べん

強
きょう

していた
 

の？ 

こども府中はかせ １０ 

 

文 一小 

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

には手
て

習
ならい

塾
じゅく

と呼
よ

ばれる場
ば

所
しょ

が

あって、そこで勉
べん

強
きょう

していたん
 

だよ。 



 

 

手
て

習
ならい

塾
じゅく

 

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

、子
こ

ども達
たち

に、読
よ

み・書
か

き・そろばんなど、日
にち

常
じょう

の生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

なものを教
おし

え

る学
がっ

校
こう

のようなところがありました。上
かみ

方
がた

（現
げん

在
ざい

の関
かん

西
さい

地
ち

方
ほう

）では寺
てら

子
こ

屋
や

と呼
よ

ばれ、

江
え

戸
ど

（現
げん

在
ざい

の東
とう

京
きょう

23区
く

あたり）を中
ちゅう

心
しん

とした地
ち

域
いき

では手
て

習
ならい

塾
じゅく

とか手
て

習
ならい

所
じょ

とか呼
よ

ばれ、僧
そう

侶
りょ

や武
ぶ

士
し

、神
しん

官
かん

などの人
ひと

達
たち

が開
ひら

いていました。その後
ご

、手
て

習
ならい

塾
じゅく

は全
ぜん

国
こく

に広
ひろ

が
 

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

府中市立小学校の校
こう

章
しょう

 

府中第一小学校 

 

 

 

府中第二小学校 

 

 

府中第三小学校 

 

 

府中第四小学校 

 

府中第五小学校 

 

府中第六小学校 

 

府中第七小学校 

 

府中第八小学校 

 

府中第九小学校 

 

府中第十小学校 

 

武蔵台小学校

 

 

住吉小学校 

 

新町小学校 

 

 

本宿小学校 

 

 

白糸台小学校 

 

    
     

 

    

矢崎小学校 

 

若松小学校 

 

小柳小学校 

 

南白糸台小学校 

 

四谷小学校 

 

南町小学校 

 

日新小学校 

 

     

  

 

校
こう

章
しょう

はそれぞれの 

学校で特
とく

徴
ちょう

があるね！ 



 

 

旧
きゅう

府
ふ

中
ちゅう

町
まち

の小学校（府中市立府中第一小学校） 

明
めい

治
じ

の初
はじ

め、旧
きゅう

府
ふ

中
ちゅう

町
まち

には手
て

習
ならい

塾
じゅく

として「原
はら

田
だ

塾
じゅく

」や「里
さと

見
み

塾
じゅく

」がありました。

この二
ふた

つの塾
じゅく

は学
がく

制
せい

が公
こう

布
ふ

された際
さい

にそれぞ

れ公
こう

立
りつ

小
しょう

学
がく

として「成
せい

蹊
けい

学
がく

舎
しゃ

」、「至
し

誠
せい

学
がく

舎
しゃ

」と

名
な

前
まえ

を変
か

えました。明
めい

治
じ

8（1875）年 6 月、

通
つう

達
たつ

により二
ふた

つの学
がく

舎
しゃ

は合
がっ

併
ぺい

して「府中学校」

と呼
よ

ばれるようになります。当
とう

時
じ

は安
あん

養
よう

寺
じ

（本
ほん

町
まち

1－17）を仮
かり

校
こう

舎
しゃ

とし、全
ぜん

校
こう

で百
ひゃく

数
すう

十
じゅう

名
めい

の

児
じ

童
どう

が通
かよ

っていました。 

その後
ご

、明
めい

治
じ

18（1885）年 4 月、現
げん

在
ざい

の市
し

役
やく

所
しょ

の場
ば

所
しょ

（宮
みや

西
にし

町
ちょう

２－24）に平
ひら

屋
や

（１階
かい

）建
だ

て校
こう

舎
しゃ

をつくって移
い

転
てん

しました。明
めい

治
じ

19（1886）年 4 月の第
だい

一
いち

次
じ

小
しょう

学
がっ

校
こう

令
れい

により、

明
めい

治
じ

20 年（1887）年 4 月から尋
じん

常
じょう

科
か

３学
がっ

級
きゅう

と高
こう

等
とう

科
か

１学
がっ

級
きゅう

の編
へん

成
せい

になりまし

た。明
めい

治
じ

25（1892）年 4 月には「府中尋
じん

常
じょう

高
こう

等
とう

小学校」という校
こう

名
めい

に変
へん

更
こう

されま

す。やがて児
じ

童
どう

の数
かず

が増
ふ

えるにつれ校
こう

舎
しゃ

が手
て

狭
ぜま

になり、新
あたら

しい校
こう

舎
しゃ

をつくることが

必
ひつ

要
よう

になりました。 昭
しょう

和
わ

10（1935）年 3 月から新
しん

校
こう

舎
しゃ

の建
けん

設
せつ

が始
はじ

まり、翌
よく

11

（1936）年 10 月、現
げん

在
ざい

の場
ば

所
しょ

（ 寿
ことぶき

町
ちょう

2－6）に完
かん

成
せい

しました。木
もく

造
ぞう

二
に

階
かい

建
だ

て、

普
ふ

通
つう

教
きょう

室
しつ

（35室
しつ

）、特
とく

別
べつ

教
きょう

室
しつ

（5室
しつ

）、職
しょく

員
いん

室
しつ

・衛
えい

生
せい

室
しつ

など（7室
しつ

）、廊
ろう

下
か

の長
なが

さは

＜一小前
まえ

の武
む

蔵
さし

府中郷
きょう

土
ど

かるたの標識
ひょうしき

＞ 

３ 



 

 

1階
かい

と 2階
かい

合
あ

わせて 580 メートルにもなる当
とう

時
じ

としては大
おお

きな建
たて

物
もの

でした。 

やがて第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

が始
はじ

まり、昭
しょう

和
わ

16（1941）年 3 月に国
こく

民
みん

学
がっ

校
こう

令
れい

が公
こう

布
ふ

され、

「府中国
こく

民
みん

学
がっ

校
こう

」と改
かい

称
しょう

されました。戦
せん

後
ご

、昭
しょう

和
わ

22（1947）年 3 月 31 日、教
きょう

育
いく

基
き

本
ほん

法
ほう

・学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

法
ほう

が公
こう

布
ふ

され、4 月 1 日に「府
ふ

中
ちゅう

町
ちょう

立
りつ

府
ふ

中
ちゅう

小
しょう

学
がっ

校
こう

」となり

ました。当
とう

時
じ

の児
じ

童
どう

数
すう

は 3000人
にん

近
ちか

くいたので、教
きょう

室
しつ

が足
た

りなかったため、全
ぜん

体
たい

を

二
ふた

つに分
わ

けて 1日
にち

に 2回
かい

授
じゅ

業
ぎょう

を行
おこな

っていました。9 月に「府中第二小学校」が開
かい

校
こう

したため、「府中小学校」から児
じ

童
どう

573 人が移
うつ

り、昭
しょう

和
わ

23（1948）年 6 月 2 日に

校
こう

名
めい

を「府中第一小学校」に変
へん

更
こう

しました。しかし、「府中第二小学校」が開
かい

校
こう

してか

らも「第一小学校」の児
じ

童
どう

数
すう

は増
ふ

え続
つづ

けたため、新
あら

たな小
しょう

学
がっ

校
こう

をつくることが決
き

ま

り、昭
しょう

和
わ

28（1953）年 4 月、高
こう

安
あん

寺
じ

の近
ちか

く（片
かた

町
まち

3－5）に新
あたら

しく「第三小学校」

が開
かい

校
こう

しました
 

。 

そして昭
しょう

和
わ

29（1954）年、府
ふ

中
ちゅう

町
まち

・多
た

磨
ま

村
むら

・西
にし

府
ふ

村
むら

が合
がっ

併
ぺい

して府中市となり現
げん

在
ざい

の「府中市立府中第一小学校」となります
 

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

＜旧府中
きゅうふちゅう

尋常
じんじょう

高等
こうとう

小学校
しょうがっこう

＞ 

 

復元
ふくげん

された旧
きゅう

府
ふ

中
ちゅう

尋
じん

常
じょう

高
こう

等
とう

小
しょう

学
がっ

校
こう

の

校
こう

舎
しゃ

は郷
きょう

土
ど

の森
もり

博
はく

物
ぶつ

館
かん

で見
み

られるよ！ 

 

 



 

 

児
じ

童
どう

の 昼
ちゅう

食
しょく

はそれまで麦
むぎ

めしなどの弁
べん

当
とう

を持
も

ってきていましたが、 昭
しょう

和
わ

35

（1960）年に一小でも学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

が始
はじ

まりました。プールができたのはそれから５

年後
ご

の昭
しょう

和
わ

40（1965）年です
 

。 

昭
しょう

和
わ

55（1980）年の改
かい

築
ちく

を最
さい

後
ご

に、木
もく

造
ぞう

校
こう

舎
しゃ

は姿
すがた

を消
け

しました。しかし卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

を中
ちゅう

心
しん

に保
ほ

存
ぞん

してほしいという声
こえ

があがり、一
いち

部
ぶ

が昭
しょう

和
わ

58（1983）年 3 月に郷
きょう

土
ど

の森
もり

博
はく

物
ぶつ

館
かん

の敷
しき

地
ち

の中
なか

に復
ふく

元
げん

され
  

ました。 

昭
しょう

和
わ

39（1964）年に結
けっ

成
せい

された鼓
こ

笛
てき

隊
たい

は、長
なが

い伝
でん

統
とう

をもつ特
とく

色
しょく

ある活
かつ

動
どう

で、現
げん

在
ざい

も桜
さくら

まつりパレードや福
ふく

祉
し

まつりなど、多
おお

くのイベントで活
かつ

躍
やく

しています。 

 

 

 

 

 

５ 

＜一小の校
こう

舎
しゃ

（令
れい

和
わ

２年３月現
げん

在
ざい

）＞ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

旧府中町の小学校の歴史 

６ 



 

 

旧
きゅう

多
た

磨
ま

村
むら

の小学校（府中市立府中第四小学校） 

府中市立府中第四小学校がある市
し

の東
ひがし

側
がわ

、旧
きゅう

多
た

磨
ま

村
むら

の地
ち

域
いき

には、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

からいく

つかの手
て

習
ならい

塾
じゅく

がありました。明
めい

治
じ

５（1872）年に学
がく

制
せい

が公
こう

布
ふ

されると手
て

習
ならい

塾
じゅく

は

廃
はい

止
し

され、明
めい

治
じ

6（1873）年に 6 つの学
がく

舎
しゃ

ができました。 

 

 

 

 

 

 

そして、明
めい

治
じ

８（1875）年の通
つう

達
たつ

によって、是
これ

政
まさ

村
むら

の「有
ゆう

隣
りん

学
がく

舎
しゃ

」は「是
これ

政
まさ

学校」、

上
かみ

染
そめ

屋
や

村
むら

と人
ひと

見
み

村
むら

の「弘
こう

道
どう

学
がく

舎
しゃ

」は「人
ひと

見
み

学校」、常
つね

久
ひさ

村
むら

と小
お

田
だ

分
ぶん

村
むら

の「常
つね

久
ひさ

学
がく

舎
しゃ

」は

「常
つね

久
ひさ

学校」、車
くるま

返
がえし

村
むら

の「啓
けい

蒙
もう

学
がく

舎
しゃ

」は「車
くるま

返
がえし

学校」、下
しも

染
そめ

屋
や

村
むら

の「知
ち

新
しん

学
がく

舎
しゃ

」は

「染
そめ

屋
や

学校」、押
おし

立
たて

村
むら

の「明
めい

倫
りん

学
がく

舎
しゃ

」は「押
おし

立
たて

学校」に名
な

前
まえ

が変
か

わりました。その後
ご

、

「人
ひと

見
み

学校」と「常
つね

久
ひさ

学校」は合
がっ

併
ぺい

して「協
きょう

立
りつ

学校」に、「車
くるま

返
がえし

学校」と「染
そめ

屋
や

学

校」と「押
おし

立
たて

学校」は合
がっ

併
ぺい

して押
おし

立
たて

に分
ぶん

校
こう

を持
も

つ「玉
ぎょく

流
りゅう

学校」となります。 

明
めい

治
じ

22（1889）年になると、府中市の東
ひがし

側
がわ

にあった８つの村
むら

（是
これ

政
まさ

村
むら

、上
かみ

染
そめ

屋
や

村
むら

、

人
ひと

見
み

村
むら

、常
つね

久
ひさ

村
むら

、小
お

田
だ

分
ぶん

村
むら

、車
くるま

返
がえし

村
むら

、下
しも

染
そめ

屋
や

村
むら

、押
おし

立
たて

村
むら

）は合
がっ

併
ぺい

し、多
た

磨
ま

村
むら

となり

西
にし

府
ふ

村
むら

 

府
ふ

中
ちゅう

町
まち

 多
た

磨
ま

村
むら

 

 

＜市
し

になる前
まえ

の府中＞ 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

多
た

磨
ま

村
むら

 

弘
こう

道
どう

学
がく

舎
しゃ

 

知
ち

新
しん

学
がく

舎
しゃ

 

啓
けい

蒙
もう

学
がく

舎
しゃ

 

明
めい

倫
りん

学
がく

舎
しゃ

 

常
つね

久
ひさ

学
がく

舎
しゃ

 

有
ゆう

隣
りん

学
がく

舎
しゃ

 

＜学
がく

舎
しゃ

ができた頃
ころ

の多
た

磨
ま

村
むら

＞ 

７ 



 

 

ます。この頃
ころ

、多
た

磨
ま

村
むら

には「是
これ

政
まさ

学校」、「協
きょう

立
りつ

学校」から再
ふたた

び分
わ

かれた「人
ひと

見
み

学校」

と「常
つね

久
ひさ

学校」、そして「玉
ぎょく

流
りゅう

学校」の 4 つの小学校がありました
 

。 

その後
ご

、第
だい

二
に

次
じ

小
しょう

学
がっ

校
こう

令
れい

が公
こう

布
ふ

され、明
めい

治
じ

25 年（1892）年に「是
これ

政
まさ

学校」、「人
ひと

見
み

学校」、「常
つね

久
ひさ

学校」は是
これ

政
まさ

に分
ぶん

校
こう

を持
も

つ「文
もん

徳
とく

尋
じん

常
じょう

小学校」に、また「玉
ぎょく

流
りゅう

学校」

は押
おし

立
たて

に分
ぶん

校
こう

を持
も

つ「精
せい

華
か

尋
じん

常
じょう

小学校」となりました。明
めい

治
じ

35（1902）年 6 月 10

日になると、この２校
こう

が合
がっ

併
ぺい

して是
これ

政
まさ

に分
ぶん

校
こう

を持
も

つ「多
た

磨
ま

尋
じん

常
じょう

高
こう

等
とう

小学校」が開
かい

校
こう

し

ます。初
はじ

めの頃
ころ

は下
しも

染
そめ

屋
や

にあった観
かん

音
のん

院
いん

（白
しら

糸
いと

台
だい

3 丁
ちょう

目
め

）や「文
もん

徳
とく

尋
じん

常
じょう

小学校」「精
せい

華
か

尋
じん

常
じょう

小学校」で授
じゅ

業
ぎょう

を行
おこな

っていましたが、明
めい

治
じ

36（1903）年になると、多
た

磨
ま

村
むら

の 中
ちゅう

央
おう

部
ぶ

にある 車
くるま

返
がえし

にできた 新
あたら

しい校
こう

舎
しゃ

に移
い

転
てん

します。その後
ご

、 昭
しょう

和
わ

16

（1941）年に国
こく

民
みん

学
がっ

校
こう

令
れい

が公
こう

布
ふ

されて「多
た

磨
ま

国
こく

民
みん

学校」に、 終
しゅう

戦
せん

後
ご

の 昭
しょう

和
わ

22

（1947）年には教
きょう

育
いく

基
き

本
ほん

法
ほう

・学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

法
ほう

が公
こう

布
ふ

されて「多
た

磨
ま

村
そん

立
りつ

多
た

磨
ま

小学校」と

名
な

前
まえ

が変
か

わりました。 

昭
しょう

和
わ

29（1954）年 4月
がつ

、多
た

磨
ま

村
むら

、府
ふ

中
ちゅう

町
まち

、西
にし

府
ふ

村
むら

が合
がっ

併
ぺい

して府中市が誕
たん

生
じょう

する

と、「多
た

磨
ま

小学校」は府中市立の学校になりました。その半
はん

年
とし

後
ご

、11 月 1 日には現
げん

在
ざい

の校
こう

名
めい

である「府中第四小学校」となります。その後
ご

、児
じ

童
どう

の数
かず

が増
ふ

えていくと、

昭
しょう

和
わ

30（1955）年には「府中第六小学校」が開
かい

校
こう

して「四小」から児
じ

童
どう

の一
いち

部
ぶ

が

転
てん

出
しゅつ

していきました。また、是
これ

政
まさ

高
たか

田
だ

（現
げん

在
ざい

の是
これ

政
まさ

１丁
ちょう

目
め

）にあった「四小」の分
ぶん

校
こう

「是
これ

政
まさ

分
ぶん

校
こう

」は昭
しょう

和
わ

31（1956）年 8 月に廃
はい

校
こう

となり、同
おな

じ年
とし

の 9 月 1 日に「府

中第八小学校」として開
かい

校
こう

し、同
おな

じように「四小」から児
じ

童
どう

が転
てん

出
しゅつ

していきました。

８ 



 

 

それからも「府中第十小学校」、「白
しら

糸
いと

台
だい

小学校」、「南
みなみ

白
しら

糸
いと

台
だい

小学校」そして「小
こ

柳
やなぎ

小学校」が開
かい

校
こう

したことなどにより、「四小」からさらに児
じ

童
どう

が転
てん

出
しゅつ

していきました。 

昭
しょう

和
わ

34（1959）年に府中市で初
はじ

めての学校給
きゅう

食
しょく

が「四小」で始
はじ

まり、昭
しょう

和
わ

38

（1963）年には 3階
かい

建
だ

ての鉄
てっ

筋
きん

校
こう

舎
しゃ

がつくられました。また、昭
しょう

和
わ

40（1965）

年にプールが、翌
よく

年
ねん

には体
たい

育
いく

館
かん

ができました。昭
しょう

和
わ

48（1873）年には創
そう

立
りつ

から 100

周年を迎
むか

え、記
き

念
ねん

像
ぞう

として「多
た

磨
ま

っ子
こ

の像
ぞう

」が建
た

てられました。多
おお

くの児
じ

童
どう

が巣
す

立
だ

っ

ていき、その歴
れき

史
し

は今
いま

なお続
つづ

いています
 

。 

 

＜四小の校
こう

舎
しゃ

（令
れい

和
わ

２年 3 月現
げん

在
ざい

）＞ 

＜多
た

磨
ま

っ子
こ

の像
ぞう

＞ 

＜村
むら

野
の

 四
し

郎
ろう

＞ 

駅
えき

の下
くだ

りホームで電
でん

車
しゃ

の接
せっ

近
きん

を知
し

らせるメロ

ディーとしても使
つか

われている『ぶんぶんぶ

ん』や、卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

で歌
うた

われる『巣
す

立
だ

ちの歌
うた

』を

作
さく

詞
し

した村
むら

野
の

四
し

郎
ろう

は、「四小」の前
ぜん

身
しん

である

「多
た

磨
ま

尋
じん

常
じょう

高
こう

等
とう

小学校」の卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

です。「四

小」の百
ひゃく

周
しゅう

年
ねん

を記
き

念
ねん

して作
さく

成
せい

された記
き

念
ねん

像
ぞう

『多
た

磨
ま

っ子
こ

の像
ぞう

』には、村
むら

野
の

四
し

郎
ろう

が作
さく

詞
し

した

『多
た

磨
ま

っ子
こ

のうた』が刻
きざ

まれています。 

９ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧多磨村の小学校の歴史 

１０ 



 

 

旧
きゅう

西
に し

府
ふ

村
む ら

の小学校（府中市立府中第五小学校） 

「府中第五小学校（本
ほん

宿
しゅく

町
ちょう

1－51）」は、府中市の西
にし

側
がわ

、南
なん

武
ぶ

線
せん

西
にし

府
ふ

駅
えき

の南
みなみ

にある

小学校です。明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の初
はじ

め、この地
ち

域
いき

には本
ほん

宿
しゅく

村
むら

・屋
や

敷
しき

分
ぶん

村
むら

・中
なか

河
が

原
わら

村
むら

・四
よ

ツ
つ

谷
や

村
むら

がありました。その中
なか

の屋
や

敷
しき

分
ぶん

村
むら

（美
み

好
よし

町
ちょう

）に、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

から続
つづ

く手
て

習
ならい

塾
じゅく

の「石
いし

坂
ざか

塾
じゅく

」がありました。明
めい

治
じ

５（1872）年の学
がく

制
せい

により、翌
よく

年
ねん

5 月頃
ごろ

に「石
いし

坂
ざか

塾
じゅく

」が

「育
いく

幼
よう

学
がく

舎
しゃ

」へと名
な

前
まえ

が変
か

わりました。この「育
いく

幼
よう

学
がく

舎
しゃ

」が、「府中第五小学校」の始
はじ

まりです
 

。 

「育
いく

幼
よう

学
がく

舎
しゃ

」は明
めい

治
じ

7（1874）年 5 月に、小野宮
おののみや

正
しょう

光
こう

院
いん

（住
すみ

吉
よし

町
ちょう

3－2）に移
うつ

った

ため、通
つう

達
たつ

により明
めい

治
じ

8（1875）年 8 月から「小
お

野
の

学校」と呼
よ

ばれるようになりま

した。その年
とし

の児
じ

童
どう

数
すう

は 116人
にん

でした。 

その後
ご

、甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

沿
ぞ

いに住
す

んでいる人
ひと

たち（本
ほん

宿
しゅく

町
ちょう

・西
にし

府
ふ

町
ちょう

・美
み

好
よし

町
ちょう

の一
いち

部
ぶ

）か

ら、「小
お

野
の

学校」へ通
かよ

うのが不
ふ

便
べん

だと訴
うった

えがあり、明
めい

治
じ

9（1876）年 4 月に「本
ほん

宿
しゅく

学校」（本
ほん

宿
しゅく

町
ちょう

2－14）がつくられました。地
ち

域
いき

内
ない

に 2校
こう

できたことで「小
お

野
の

学校」

は通
かよ

う児
じ

童
どう

が少
すく

なくなり、明
めい

治
じ

11（1878）年 9 月、「本
ほん

宿
しゅく

学校」に統
とう

合
ごう

されて、

あらたに「奇
き

秀
しゅう

学校」ができました。やっと 1校
こう

にまとまりましたが、昔
むかし

から児
じ

童
どう

が学校に通
かよ

うのが大
たい

変
へん

だった四
よ

ツ
つ

谷
や

村
むら

が、明
めい

治
じ

13（1880）年 8 月、四
よ

ツ
つ

谷
や

玉
ぎょく

川
せん

寺
じ

（四
よつ

谷
や

4－7）に「四
よ

ツ
つ

谷
や

学校」をつくりました
 

。 

明
めい

治
じ

22（1889）年 4 月、本
ほん

宿
しゅく

村
むら

・中
なか

河
が

原
わら

村
むら

・四
よ

ツ
つ

谷
や

村
むら

が合
がっ

併
ぺい

して、西
にし

府
ふ

村
むら

ができ

１１ 



 

 

ました。第
だい

二
に

次
じ

小
しょう

学
がっ

校
こう

令
れい

により、明
めい

治
じ

25（1892）年 4 月、校
こう

名
めい

が「奇
き

秀
しゅう

尋
じん

常
じょう

小

学校」と「四
よ

ツ
つ

谷
や

尋
じん

常
じょう

小学校」に変
か

わりました。同
どう

年
ねん

6 月、「奇
き

秀
しゅう

尋
じん

常
じょう

小学校」は

児
じ

童
どう

数
すう

が増
ふ

えたために、共
きょう

同
どう

製
せい

糸
し

工
こう

場
じょう

跡
あと

地
ち

（本
ほん

宿
しゅく

町
ちょう

2－7－6）に移
うつ

りました。そ

して、明
めい

治
じ

26（1893）年
ねん

10 月、中
なか

河
が

原
わら

の法
ほう

音
おん

寺
じ

（住
すみ

吉
よし

町
ちょう

1－47）に、あらたに

「中
なか

河
が

原
わら

分
ぶん

教
きょう

場
じょう

」をつくりました。しかし、明
めい

治
じ

45（1912）年 4 月、現
げん

在
ざい

の「府

中第五小学校」の場
ば

所
しょ

に「奇
き

秀
しゅう

尋
じん

常
じょう

小学校」の新
あたら

しい校
こう

舎
しゃ

ができると、「中
なか

河
が

原
わら

分
ぶん

教
きょう

場
じょう

」は廃
はい

止
し

されました。 

昭
しょう

和
わ

2（1927）年 4 月、「奇
き

秀
しゅう

尋
じん

常
じょう

小学校」に高
こう

等
とう

科
か

が置
お

かれて、校名
こうめい

が「奇
き

秀
しゅう

尋
じん

常
じょう

高
こう

等
とう

小学校」に変
か

わりました。また、昭
しょう

和
わ

13（1938）年 1 月に、「四
よ

ツ
つ

谷
や

尋
じん

常
じょう

小学校」は「奇
き

秀
しゅう

尋
じん

常
じょう

高
こう

等
とう

小学校」に統
とう

合
ごう

されましたが、「四
よ

ツ
つ

谷
や

分
ぶん

教
きょう

場
じょう

」と

して残
のこ

りました。そして、昭
しょう

和
わ

16（1941）年 4 月に、「奇
き

秀
しゅう

尋
じん

常
じょう

高
こう

等
とう

小学校」

は「西
にし

府
ふ

国
こく

民
みん

学校」と校
こう

名
めい

が変
か

わり、昭
しょう

和
わ

20（1945）年 1 月に「四
よ

ツ
つ

谷
や

分
ぶん

教
きょう

場
じょう

」

は廃
はい

止
し

されました。終
しゅう

戦
せん

後
ご

の昭
しょう

和
わ

22（1947）年 3 月には、教
きょう

育
いく

基
き

本
ほん

法
ほう

・学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

法
ほう

が公
こう

布
ふ

されて、4 月に「西
にし

府
ふ

村
そん

立
りつ

西
にし

府
ふ

小学校」と校
こう

名
めい

が変
か

わりました。 

昭
しょう

和
わ

29（1954）年 4 月に、西
にし

府
ふ

村
むら

・府
ふ

中
ちゅう

町
まち

・多
た

磨
ま

村
むら

が合
がっ

併
ぺい

して府中市が誕
たん

生
じょう

し

ました。校
こう

名
めい

も「府中市立府中第五小学校」になり、同
どう

時
じ

に「北
きた

山
やま

分
ぶん

校
こう

」も置
お

かれま

した。「北
きた

山
やま

分
ぶん

校
こう

」は昭
しょう

和
わ

30（1955）年に「府中市立府中第七小学校」として開
かい

校
こう

しました
 

。 

府中市の人
じん

口
こう

が増
ふ

えていくと、新
あたら

しい学校がつくられるようになりました。昭
しょう

和
わ

43

１２ 



 

 

＜五小の校
こう

舎
しゃ

（令
れい

和
わ

２年 3 月現
げん

在
ざい

）＞ 

（1968）年に「住
すみ

吉
よし

小学校」、昭
しょう

和
わ

45（1970）年に「本
ほん

宿
しゅく

小学校」、昭
しょう

和
わ

49

（1974）年に「四
よつ

谷
や

小学校」、昭
しょう

和
わ

53（1988）年に「日
にっ

新
しん

小学校」ができると、

近
ちか

くに住
す

んでいる児
じ

童
どう

は「府中第五

小学校」から学
がっ

区
く

が変
か

わって、新
あたら

し

い小学校に通
かよ

うように
 

なりました。 

また、「府中第七小学校」も児
じ

童
どう

が増
ふ

えたため、昭
しょう

和
わ

42（1967）年に「武
む

蔵
さし

台
だい

小学校」が新
あたら

しくつくられまし

た。「府中第五小学校」の校
こう

門
もん

を入
はい

る

とすぐに大
おお

きなクスノキがありま

す。現
げん

在
ざい

の場
ば

所
しょ

に校
こう

舎
しゃ

ができた時
とき

に

植
う

えられ、学
がっ

校
こう

の歴
れき

史
し

とともに育
そだ

ってきた大
たい

木
ぼく

は、高
たか

さが 18 メートルになるほど成
せい

長
ちょう

しました。「くすのき」はさまざまな教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

の愛
あい

称
しょう

としても使
つか

われてきました

が、現
げん

在
ざい

は「総
そう

合
ごう

的
てき

な学
がく

習
しゅう

の時
じ

間
かん

」の愛
あい

称
しょう

として親
した

しまれ
  

ています
 

。 

 

 

 

 

 

 

＜五小のクスノキ＞ 
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旧西府村の小学校の歴史 

１４ 



 

 

幻
まぼろし

の府
ふ

中
ちゅう

市
し

立
りつ

高
こう

校
こう

？ 

府中市には、公
こう

立
りつ

高
こう

校
こう

が５校、私
し

立
りつ

高
こう

校
こう

*１が１校あります。現
げん

在
ざい

の公
こう

立
りつ

高
こう

校
こう

は、全
すべ

て東
とう

京
きょう

都
と

が運
うん

営
えい

をしている「都
と

立
りつ

」の学校

です。このなかで、「府中高校」がむかし、「市
し

立
りつ

」の学校だっ

たことを知
し

っていますか？ 

「府中高校」の歴
れき

史
し

は、大
たい

正
しょう

6（1917）年、東
とう

京
きょう

府
ふ

東
とう

京
きょう

市
し

本
ほん

郷
ごう

区
く

千
せん

駄
だ

木
ぎ

町
ちょう

（東
とう

京
きょう

都
と

文
ぶん

京
きょう

区
く

千
せん

駄
だ

木
ぎ

）につくられた

「東
とう

光
こう

学
がく

園
えん

専
せん

修
しゅう

商
しょう

業
ぎょう

学
がっ

校
こう

」という私
し

立
りつ

の学校から始
はじ

まりま

す。昭
しょう

和
わ

12（1937）年 4 月、「東
とう

光
こう

学
がく

園
えん

」は、当
とう

時
じ

教
きょう

師
し

をしていた赤
あか

松
まつ

唯
ただ

信
のぶ

氏
し

（後
のち

の「東
とう

光
こう

学
がく

園
えん

」の理
り

事
じ

長
ちょう

・校
こう

長
ちょう

）が東
とう

京
きょう

府
ふ

北
きた

多
た

摩
ま

郡
ぐん

府
ふ

中
ちゅう

町
まち

12325（栄
さかえ

町
ちょう

3－3－1）に持
も

っていた農
のう

園
えん

の一
いち

部
ぶ

をゆずり受
う

け、学校の農
のう

場
じょう

にしました。 

太
たい

平
へい

洋
よう

戦
せん

争
そう

が始
はじ

まると、教
きょう

育
いく

に関
かん

する戦
せん

時
じ

非
ひ

常
じょう

措
そ

置
ち

方
ほう

策
さく

（ｐ.19 を見
み

てね）によっ

て、昭
しょう

和
わ

19（1944）年 4 月、「東
とう

光
こう

学
がく

園
えん

」は、今
いま

までの商
しょう

業
ぎょう

学
がっ

校
こう

から工
こう

業
ぎょう

学
がっ

校
こう

に変
か

わります。同
どう

年
ねん

8 月には、「赤
あか

坂
さか

区
く

立
りつ

赤
あか

坂
さか

乃
の

木
ぎ

国
こく

民
みん

学
がっ

校
こう

」の

集
しゅう

団
だん

疎
そ

開
かい

*2児
じ

童
どう

を学校農
のう

場
じょう

内
ない

の学
がく

寮
りょう

*3に受
う

け入
い

れました。昭
しょう

和
わ

20（1945）年 1 月 28 日、戦
せん

火
か

により「東
とう

光
こう

学
がく

園
えん

」の本
ほん

郷
ごう

校
こう

舎
しゃ

が焼
しょう

失
しつ

すると、赤
あか

松
まつ

氏
し

は同
どう

校
こう

の生
せい

徒
と

も学
がく

寮
りょう

に受
う

け入
い

れま

す。同
どう

年
ねん

８月に戦
せん

争
そう

が終
お

わると、11 月には「赤
あか

坂
さか

乃
の

木
ぎ

国
こく

民
みん

学
がっ

 

*１ 公
こう

立
りつ

・私
し

立
りつ

 

都
と

が運
うん

営
えい

している

学
がっ

校
こう

は「都
と

立
りつ

」、市
し

が

運
うん

営
えい

している学
がっ

校
こう

は「市
し

立
りつ

」といい、「公
こう

立
りつ

学
がっ

校
こう

」です。学
がっ

校
こう

法
ほう

人
じん

が運
うん

営
えい

してい

る学
がっ

校
こう

は「私
し

立
りつ

学
がっ

校
こう

」といいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*２ 疎
そ

開
かい

 

戦
せん

争
そう

などのとき、被
ひ

害
がい

を避
さ

けるために都
と

市
し

の人
ひと

や物
もの

を安
あん

全
ぜん

な

地
ち

方
ほう

に移
うつ

すこと。 

 

*３ 学
がく

寮
りょう

 

学
がっ

校
こう

の寮
りょう

のこと。 

 

 

 

 

 

 

１５ 



 

 

校
こう

」の疎
そ

開
かい

児
じ

童
どう

は元
もと

の学校へ戻
もど

っていきました。しかし、東
とう

京
きょう

都
と

から、引
ひ

き続
つづ

き戦
せん

災
さい

孤
こ

児
じ

*４のための施
し

設
せつ

を設
せっ

置
ち

してほしいと

頼
たの

まれたため、赤
あか

松
まつ

氏
し

は学校農
のう

場
じょう

内
ない

の学
がく

寮
りょう

を『東
とう

光
こう

学
がく

寮
りょう

』と

名
な

付
づ

けて、戦
せん

災
さい

孤
こ

児
じ

を保
ほ

護
ご

することになります。 

昭
しょう

和
わ

21（1946）年 3 月 1 日、府中の『東
とう

光
こう

学
がく

寮
りょう

』へ天
てん

皇
のう

の巡
じゅん

幸
こう

*５がありました。その後
ご

、赤
あか

松
まつ

氏
し

は女
じょ

子
し

教
きょう

育
いく

のための学

校をつくることを決
き

めます。同
どう

年
ねん

3 月 28 日には、府中にあっ

た赤
あか

松
まつ

氏
し

の農
のう

園
えん

を「東
とう

光
こう

学
がく

園
えん

」へ寄
き

付
ふ

します。そして、学校の農
のう

場
じょう

があった場
ば

所
しょ

に「私
し

立
りつ

東
とう

光
こう

高
こう

等
とう

女
じょ

学
がっ

校
こう

」がつくられました。

このときの理
り

事
じ

長
ちょう

は赤
あか

松
まつ

唯
ただ

信
のぶ

氏
し

、校
こう

長
ちょう

は赤
あか

松
まつ

阿
あ

佐
さ

氏
し

です。 

昭
しょう

和
わ

23（1948）年 3 月 10 日、東
とう

光
こう

学
がく

園
えん

は赤
あか

松
まつ

学
がく

園
えん

と名
な

前
まえ

を変
か

え、校
こう

名
めい

も「私
し

立
りつ

赤
あか

松
まつ

女
じょ

子
し

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

」となりました。 

昭
しょう

和
わ

30 年頃
ごろ

になると、府中市の人
じん

口
こう

が増
ふ

えてきたことで、市
し

内
ない

に普
ふ

通
つう

科
か

の高
こう

校
こう

が必
ひつ

要
よう

となってきます。昭
しょう

和
わ

35（1960）年 11 月 1 日、「赤
あか

松
まつ

女
じょ

子
し

高
こう

校
こう

」は、府中市に移
い

管
かん

*６され、校
こう

名
めい

も「東
とう

京
きょう

都
と

府
ふ

中
ちゅう

市
し

立
りつ

赤
あか

松
まつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

」となりました
 

。 

しかし、昭
しょう

和
わ

36（1961）年 4 月 1 日には、「府中市立赤
あか

松
まつ

高
こう

校
こう

」は、府中市から

東
とう

京
きょう

都
と

に移
い

管
かん

され、「東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

府
ふ

中
ちゅう

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

」と変
か

わります。同
どう

年
ねん

4 月、男
だん

子
し

46

名、女
じょ

子
し

48 名の合
ごう

計
けい

94 名が入
にゅう

学
がく

し、5 月 13 日には開
かい

校
こう

式
しき

が行
おこな

われました。 

 

*４ 戦
せん

災
さい

孤
こ

児
じ

 

戦
せん

争
そう

の被
ひ

害
がい

によっ

て保
ほ

護
ご

者
しゃ

を 失
うしな

った

子
こ

ども。 

 

*５ 巡
じゅん

幸
こう

 

天
てん

皇
のう

が各
かく

地
ち

を見
み

回
まわ

っ

て巡
めぐ

ること。府中への

訪
ほう

問
もん

は、終
しゅう

戦
せん

後
ご

８年
ねん

半
はん

をかけた 昭
しょう

和
わ

天
てん

皇
のう

の全
ぜん

国
こく

巡
じゅん

幸
こう

のう

ちの一
いっ

か所
しょ

でした。 

 

 

*６ 移
い

管
かん

 

管
かん

理
り

を他
ほか

に移
うつ

すこと。 

 

１６ 



 

 

＜ 南
みなみ

側
がわ

校
こう

舎
しゃ

の天
てん

文
もん

ドーム＞ 

昭
しょう

和
わ

39（1964）年には南
みなみ

側
がわ

新
しん

校
こう

舎
しゃ

が完
かん

成
せい

し、学校のシンボルとなる天
てん

文
もん

ドームが

できました。また、もう一
ひと

つのシンボルであるアカマツの木
き

は“府中市の名
めい

木
ぼく

百
ひゃく

選
せん

”

に選
えら

ばれています。校
こう

内
ない

には自
し

然
ぜん

が多
おお

く、竹
ちく

林
りん

では毎
まい

年
とし

、「府中第九小学校」の児
じ

童
どう

に

よるタケノコ掘
ほ

りが行
おこな

われています。 

 

  

府
ふ

中
ちゅう

高
こう

校
こう

の校
こう

章
しょう

はマツとケヤキを組
く

み合
あ

わせた形
かたち

をしています。 

 

 

 

 

 

 

１７ 



 

 

運
うん

営
えい

 
出
で

来
き

事
ごと

 

旧
きゅう

府
ふ

中
ちゅう

町
まち

 本
ほん

郷
ごう

区
く

（今
いま

の文
ぶん

京
きょう

区
く

） 

東
とう

光
こう

学
がく

園
えん

 昭
しょう

和
わ

12 年 4 月 

（東
とう

光
こう

学
がく

園
えん

の学
がっ

校
こう

農
のう

場
じょう

がつくられる） 

大
たい

正
しょう

6 年 

東
とう

光
こう

学
がく

園
えん

専
せん

修
しゅう

商
しょう

業
ぎょう

学
がっ

校
こう

 

↓ ↓ 

昭
しょう

和
わ

19 年 8 月 

（農
のう

場
じょう

内
ない

の学
がく

寮
りょう

に集
しゅう

団
だん

疎
そ

開
かい

児
じ

童
どう

を 

受
う

け入
い

れる） 

昭
しょう

和
わ

19 年 4 月 

（教
きょう

育
いく

に関
かん

する戦
せん

時
じ

非
ひ

常
じょう

措
そ

置
ち

 

方
ほう

策
さく

により工
こう

業
ぎょう

学
がっ

校
こう

となる） 

↓ ↓ 

昭
しょう

和
わ

20 年 1 月 

（東
とう

光
こう

学
がく

園
えん

の生
せい

徒
と

も学
がく

寮
りょう

へ受
う

け 

入
い

れる） 

昭
しょう

和
わ

20 年 1 月 

校
こう

舎
しゃ

焼
しょう

失
しつ

 

↓ 

昭
しょう

和
わ

20 年 8 月～ 

（終
しゅう

戦
せん

後
ご

も東
とう

光
こう

学
がく

寮
りょう

で戦
せん

災
さい

孤
こ

児
じ

を 

保
ほ

護
ご

する） 

↓ 

昭
しょう

和
わ

21 年 3 月 

（天
てん

皇
のう

の巡
じゅん

幸
こう

をきっかけに学
がっ

校
こう

を 

つくる
 

） 

私
し

立
りつ

東
とう

光
こう

高
こう

等
とう

女
じょ

学
がっ

校
こう

（5年
ねん

制
せい

） 

↓ 

赤
あか

松
まつ

学
がく

園
えん

 昭
しょう

和
わ

23 年 3 月 

（東
とう

光
こう

学
がく

園
えん

から赤
あか

松
まつ

学
がく

園
えん

に変
か

わり、 

学
がっ

校
こう

名
めい

も変
か

わる） 

私
し

立
りつ

赤
あか

松
まつ

女
じょ

子
し

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

 

↓ 

府中市 昭
しょう

和
わ

35 年 11 月 

（府中市へ移
い

管
かん

） 

東
とう

京
きょう

都
と

府
ふ

中
ちゅう

市
し

立
りつ

赤
あか

松
まつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

 

↓ 

東
とう

京
きょう

都
と

 昭
しょう

和
わ

36 年 4 月 

（東
とう

京
きょう

都
と

へ移
い

管
かん

） 

東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

府
ふ

中
ちゅう

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

 

昭
しょう

和
わ

26 年の入
にゅう

学
がく

案
あん

内
ない

によると、 

1学
がく

年
ねん

1学
がっ

級
きゅう

（クラス）でした。 

およそ 5 か月
げつ

の間
あいだ

だけ存
そん

在
ざい

した 

「府
ふ

中
ちゅう

市
し

立
りつ

赤
あか

松
まつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

」が、 

幻
まぼろし

の府
ふ

中
ちゅう

市
し

立
りつ

高
こう

校
こう

だったんだね。 

～ 東
とう

光
こう

学
がく

園
えん

から赤
あか

松
まつ

学
がく

園
えん

、そして府中高校になるまで ～ 

 

１８ 



 

 

大正 3(1914)年-大正 7(1918)年 

第
だい

一
いち

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

 

昭和14(1939)年-昭和20(1945)年 

第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

 

 

昭和 18(1943)年 

教
きょう

育
いく

に関
かん

する戦
せん

時
じ

非
ひ

常
じょう

措
そ

置
ち

方
ほう

策
さく

 

戦
せん

争
そう

中
ちゅう

のため、高
こう

等
とう

商
しょう

業
ぎょう

学
がっ

校
こう

が高
こう

等
とう

工
こう

業
ぎょう

学
がっ

校
こう

になるという内
ない

容
よう

が含
ふく

ま

れていた。 

明治 8(1875)年  

県
けん

からの通
つう

達
たつ

 

小学校の名
な

前
まえ

には村
そん

名
めい

を使
し

用
よう

して、 

「～学
がく

舎
しゃ

」は「～学
がっ

校
こう

」と名
な

前
まえ

を変
へん

更
こう

 

する
  

こととした。 

 

昭和 29(1954)年 

府
ふ

中
ちゅう

市
し

制
せい

施
し

行
こう

 

旧
きゅう

府
ふ

中
ちゅう

町
まち

・ 旧
きゅう

多
た

磨
ま

村
むら

・ 旧
きゅう

西
にし

府
ふ

村
むら

が 

合
がっ

併
ぺい

し、府中市となった。 

明治 26(1893)年 

三
さん

多
た

摩
ま

の東
とう

京
きょう

府
ふ

への移
い

管
かん

 

三
さん

多
た

摩
ま

地
ち

域
いき

(北
きた

多
た

摩
ま

・ 南
みなみ

多
た

摩
ま

・西
にし

多
た

摩
ま

)が

神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

から東
とう

京
きょう

府
ふ

に移
うつ

った。 

 

年
ねん

号
ごう

 法
ほう

令
れい

など 本
ほん

文
ぶん

に関
かか

わる内
ない

容
よう

 その他
ほか

の出
で

来
き

事
ごと

 

明治 5 

(1872)年 学制
がくせい

 

全
ぜん

国
こく

を学
がっ

区
く

に分
わ

けて小学校がつくられた。 

学
がっ

校
こう

名
めい

は「～学
がく

舎
しゃ

」とされ、6歳
さい

から下
か

等
とう

小学校 4 年、

上
じょう

等
とう

小学校４年の計
けい

８年
ねん

間
かん

を 教
きょう

育
いく

の期
き

間
かん

とした。 

 

明治 12 

(1879)年 教
きょう

育
いく

令
れい

 

学
がっ

区
く

制
せい

をやめて、小学校の運
うん

営
えい

が 町
ちょう

村
そん

主
しゅ

体
たい

になった。

教
きょう

育
いく

の期
き

間
かん

の決
き

まりを和
やわ

らげて、基
き

本
ほん

的
てき

に 8 年であ

るが最
さい

短
たん

で 16 カ月
げつ

とした。その後
ご

明治 13（1880）

年に改
かい

正
せい

があった。 

明治 19 

(1886)年 

第
だい

一
いち

次
じ

 

小
しょう

学
がっ

校
こう

令
れい

 

小学校を尋
じん

常
じょう

小学校と高
こう

等
とう

小学校の２段
だん

階
かい

として、

尋
じん

常
じょう

小学校を義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

課
か

程
てい

とした。 

尋
じん

常
じょう

小学校・高
こう

等
とう

小学校ともに 教
きょう

育
いく

の期
き

間
かん

は４年と

した。 

明治 23 

(1890)年 

第
だい

二
に

次
じ

 

小
しょう

学
がっ

校
こう

令
れい

 

市
し

町
ちょう

村
そん

が、児
じ

童
どう

の数
かず

に合
あ

わせて尋
じん

常
じょう

小学校をつくる

こととした。 

明治 33 

(1900)年 

第
だい

三
さん

次
じ

 

小
しょう

学
がっ

校
こう

令
れい

 

義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

制
せい

度
ど

の義
ぎ

務
む

化
か

が強
きょう

化
か

され、無
む

償
しょう

になった。

尋
じん

常
じょう

小学校の４年間が義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

という「義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

の４年制
せい

」が実
じっ

際
さい

にできるようになった。 

明治 40（1907）年に一
いち

部
ぶ

改
かい

正
せい

されて、義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

の

期
き

間
かん

も６年に延
えん

長
ちょう

された。 

昭和 16 

(1941)年 国
こく

民
みん

学
がっ

校
こう

令
れい

 

「小学校」から「国
こく

民
みん

学
がっ

校
こう

」と名
な

前
まえ

が変
へん

更
こう

された。 

初
しょ

等
とう

科
か

６年と高
こう

等
とう

科
か

２年で構
こう

成
せい

されて、合
ごう

計
けい

８年
ねん

間
かん

が義
ぎ

務
む

制
せい

とされた。しかし、戦
せん

争
そう

が起
お

こっていたという

こともあり、高
こう

等
とう

科
か

の義
ぎ

務
む

制
せい

については 終
しゅう

戦
せん

後
ご

まで

実
じつ

現
げん

できなかった。 

昭和 22 

(1947)年 

教
きょう

育
いく

基
き

本
ほん

法
ほう

 

学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

法
ほう

 

義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

の期
き

間
かん

が現
げん

在
ざい

と同
おな

じ９年（小学校６年・中学

校３年）と決
き

められた。また、その他に高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

３年

間・大
だい

学
がく

４年間を合わせた 6・３・３・４制
せい

を基
き

本
ほん

と

する学
がっ

校
こう

制
せい

度
ど

ができた。 

 

文
ぶん

章
しょう

にあった 教
きょう

育
いく

制
せい

度
ど

と 

主
おも

な出
で

来
き

事
ごと

をまとめたよ。 

府中はこの時
とき

、 

神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

だったよ。 

１９ 



 

 

もっと知
し

りたくなったら読
よ

む本
ほん

のリスト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書
しょ

名
めい

（本
ほん

の名
な

前
まえ

） 著
ちょ

者
しゃ

（本
ほん

を書いた
か   

人
ひと

） 出 版
しゅっぱん

年
ねん

 本
ほん

の背
せ

ラベル 

府中市教
きょう

育
いく

史
し

 通
つう

史
し

編
へん

 上
じょう

巻
かん

 府中市教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

／編
へん

 2002 F372/10/ﾌ 

 

府中市 教
きょう

育
いく

の歩
あゆ

み  

－府中市教
きょう

育
いく

史
し

普
ふ

及
きゅう

版
ばん

－ 
府中市教

きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

／編
へん

 2004 F372/10/ﾌ 

 

府中市立府中第一小学校百
ひゃく

周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

誌
し

 

府中一小百
ひゃく

年
ねん

誌
し

  
記
き

念
ねん

誌
し

部
ぶ

／編
へん

 1973 F376.2/10/ﾌ 

 

創
そう

立
りつ

百
ひゃく

周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

誌
し

 府中第四小学校 百
ひゃく

周
しゅう

年
ねん

誌
し

編
へん

集
しゅう

委
い

員
いん

会
かい

／編
へん

 1974 F376.2/10/ｿ 

 

創
そう

立
りつ

百
ひゃく

周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

誌
し

 府中第四小学校 （簡
かん

易
い

版
ばん

） 百
ひゃく

周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

誌
し

編
へん

集
しゅう

委
い

員
いん

会
かい

／編
へん

 1974 F376.2/10/ｿ 

 

五小百
ひゃく

年
ねん

史
し

 
府中市立府中第五小学校創

そう

立
りつ

百
ひゃく

周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

事
じ

業
ぎょう

協
きょう

賛
さん

会
かい

／編
へん

 

1975 F376.2/10/ｺﾞ 

 

くすの木
き

  

創
そう

立
りつ

百
ひゃく

二
に

十
じゅう

周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

誌
し

（府中第五小学校
   

） 
府中市立府中第五小学校／編

へん

 1994 F376.2/10/ｸ 

 

府中高
こう

校
こう

25 周
しゅう

年
ねん

誌
し

 府中高
こう

校
こう

25 周
しゅう

年
ねん

誌
し

編
へん

集
しゅう

委
い

員
いん

会
かい

／編
へん

 1987 F376.4/10/ﾌ 

 

府中高
こう

校
こう

40 年の歩
あゆ

み  

東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

府中高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

創
そう

立
りつ

40 年記
き

念
ねん

誌
し

 
東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

府中高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

 2001 F376.4/10/ﾌ 
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さがしている本
ほん

が見
み

つからない時
とき

は、

図
と

書
しょ

館
かん

の人
ひと

に聞
き

いてみましょう。 

市
し

立
りつ

小・中学校、市
し

立
りつ

幼
よう

稚
ち

園
えん

の一
いち

覧
らん

（府中市教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

）  

http://www.city.fuchu.tokyo.jp/kyoiku/gako/chugakko.html 

東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

府中高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

  

http://www.fuchu-h.metro.tokyo.jp/site/zen/ 

参
さん

考
こう

にしたホームページ 


